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ことがわかるo ¢～0･5の自己相補的な界面系では明らかに qM～ qcであるが,qpとの大小関
係はいずれの場合も考えられる｡ 例えば, smootheningが percolationに遅れると
qc< qp
















































と対応づけられるoここで γk- rkを用いているoこれより, Tkが rkの関数として
Tk- Crk/F(r-k), C- 1-1/rd-1N











Ak- A o Tk(a-1-Dn1-6),A o- rod-1-D
となる｡ここでDは,D- lnN/ln(1/r)で定義されるフラクタル次元である.













































z 1 - 品 - iu, -Z2- 孟 十 γ (1)
で表現されるような2つの状態-分割される｡上
に述べた理由で,このプロセスは自己相似的,す
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